
来訪者数は、令和元年度
は400万人を超えていました

が、新型コロナウイルス感
染症拡大の影響を受けて令
和２年度に大きく減少しま
した。その後、回復傾向に
ありますが、感染症拡大前
の水準には戻っていません。

図表 来訪者数の推移
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南魚沼市の観光の現状

策定の背景と目的

南魚沼市観光戦略（概要版） 計画期間：令和８～17年度

観光の基本理念

ここには、雪がもたらす“ゼッピン”がある。

山から潤沢に流れる雪解け水で育つ、至高のコシヒカリ。

清らかな水で仕込む酒や、長い冬を越すために生まれた発酵文化による美食の数々。

川遊びや山登り、冬の雪遊びにスキー。

ここでしか味わえない、四季折々の自然とふれあう時間。

白く佇む越後の山々と、黄金色に輝く田園風景に

心を奪われる瞬間がある—。

ぜひ一度、訪れてみてください。

あなたを“ゼッピン”で満たす、雪国・南魚沼へ。

■基本理念に込めた想い

南魚沼市が将来にわたり持続する地域となるためには、長期的な基本理念を持ち、
それを達成するための方針・手段を整理し、限られた資源（人・モノ・金・情報）を
最大限に活用する『観光地経営（※）』の視点が不可欠です。

そのため、様々な社会情勢や環境の変化に対応し、観光関連事業者・団体・ＤＭ
Ｏ・市民・行政などが、その方向性を共有し、共通の認識のもと地域が一体となり、
一貫性をもった観光地域づくりを進めるために、「南魚沼市観光戦略」を策定します。

※ＤＭＯによる観光地経営ガイドブック（発行：観光庁）では、『地域の多様な関係者と、観光地域としてのビジョンや取組
の方向性をまとめた観光地経営戦略について合意形成を行い、地域のあらゆる要素を戦略に基づきマネジメントするこ
とで、「住んでよし、訪れてよし」の持続可能な観光地域づくりを推進する活動』と定義されています。
南魚沼市戦略においてもこの定義に沿って事業を展開します。

中間目標

指標名 基準（Ｒ６） 目標値（Ｒ12）

南魚沼市を主要な目的地として訪れる来訪者の割合 44.0％ 55％

『ゼッピン雪国宣言』が市内外にも認知、共感され、
『ゼッピン』を目当てに観光客が訪れる地域になっている

令和12年度
までの目標

※令和17年度の最終目標は、令和12年度の目標達成状況を踏まえて改めて設定します。

推進の考え方

❸ターゲットに刺さる
施策・事業の検討・実施

この  を  さ 、     の高度化を  します。

❹ターゲットの反応/評価の
収集、戦略へのフィードバック

❷ターゲットの明確化

 戦略   の方  の
 定、  の    

図表 観光地域マーケティングで生み出す持続的な好循環

本戦略は、『観光地域マーケティング』の考え方に基づき、推進します。

観光地域マーケティング（※）の考え方に基づき、❶戦略（地域の方針）を定め、❷
地域に訪れてほしい人物（＝ターゲット）の像を明確化し、❸ターゲットに刺さる施
策・事業を検討・実施することで、地域の特性を活かした観光地域づくりを進めます。
加えて、❹施策・事業に対するターゲットの反応・評価を収集し、その結果をフィー
ドバックすることで、施策・事業をブラッシュアップし、観光地経営の高度化を目指
します。

※自地域に初めて訪れる人・繰り返し訪問する人（＝リピーター）や関係人口を増やし、地域の経済効果や住民満足度を
向上させる持続的な好循環を構築するための仕組みづくりを意味します。

推進体制

一貫性のある経営
を進めるため、地域
の多様な事業者・団
体・ＤＭＯ・市民が
互いに連携しながら、
１つの組織にまと
まった「南魚沼市観
光戦略推進協議会」
によって本戦略を推
進し、好循環を生み
出します。

図表 南魚沼市観光戦略推進協議会の組織図
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ターゲットの設定

図表 南魚沼市観光戦略体系図

戦略の体系

本戦略は、「食のブランディング戦略」「受入環境整備戦略」「プロモーション
戦略」の３つを基本戦略とします。その中で「食のブランディング戦略」は重要戦
略として積極的に推進し、「受入環境整備戦略」「プロモーション戦略」はそれを
後押しする戦略と位置づけます。

変わらない安心感
• 毎年来ても変わらない風景・味・人
がある

• 帰って来られる安心感

通の旅
• 四季ごとの旬の体験
• リピーターならではの楽しみ方

第２のふるさと

子どもの初めて
• 米づくり、川遊び、雪遊び、雪国
文化などの体験

親の感動
• 都市部では得られない子どもの
初めてを 撃

五感で育てる親子の旅

■第１ターゲット：来訪性が見込まれる顧客層

■第２ターゲット：来訪性の高いリピーター層

 １ 首都圏在住の30代子ども連れ家族層

 ２ 訪日外国人 インバウンド 

何度も訪れてくれるリピーターを確保することは、本市の観光を維持するために重
要です。来訪者に対するアンケート調査によると、本市を何度も訪れるリピーターの
割合が多いのは東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県及び県内です。この来訪いただけ
ているリピーター層である「関東圏及び県内の40～50歳代を中心とした子ども連れ家
族」を第２ターゲットとして、引き続き、定期的に来訪いただけるようにします。
このターゲットに対しては、「変わらない安心感」と「通の旅」を掛け合わせ、何

度でも帰って来たくなる「第２のふるさと」のポジションの確立を目指します。

本市には、訪日外国人に訴求できる「ゼッピン（ＺＥＰＰｉＮ）」があることから、
訪日外国人を新規に獲得していく顧客層にターゲットを設定します。

「来訪性の高いリピーター層」になりうる可能性が高いと考えられるターゲットと
して、「首都圏（東京都/埼玉県/千葉県/神奈川県）の30歳代を中心とした子ども連
れ家族」をターゲットとします。本市は首都圏から自家用車のアクセスが容易であり、
車の周遊に適しています。また、家族で楽しめるスポットやアクティビティが豊富で、
多くの子ども連れ家族から訪れていただいていることから、本ターゲットが一度訪れ
てもらったら20年後もリピーターとなりうる可能性が高いと考えます。

このターゲットに対しては、「子どもに初めて」の体験を提供し、それを通して
「親に感動」を与えられる「五感で育てる親子の旅」ができる地域というポジション
の確立を目指します。

基本戦略1.
ゼッピン雪国！
食のブラン
ディング戦略

（1）ブランドイメージの構築

（2）ガストロノミーツーリズムの推進

基本戦略3.
ゼッピン雪国！
プロモーション

戦略

（2）プロモーション手法の再検討

（1）デジタルプロモーションの強化

• 観光データと連動した地域の実態把握の推進と地域内への共有
• 観光×公共交通の推進による移動手段の確保

• 南魚沼産食材の地産地消の推進
• 着地型観光となる食による体験活動の充実
• 新規飲食店の創出と飲食店の担い手確保
• 「南魚沼の食」へのシビックプライド向上

• 雪国の食文化の磨き上げによる日本一の食のまちブランディング
• 「食のまち」プロモーション・メディア戦略
• 庁内関係課との連携促進

• 戦略的なPR媒体の活用

• 体験ベースでの「共感型プロモーション」の推進
• 情報収集の仕組み構築
• 漏れ、ダブりのない情報の発信

基本戦略2.
ゼッピン雪国！
受入環境整備

戦略

（1）広域連携による受入基盤の構築

• 次世代の観光を担う人材の育成
• 体験コンテンツの造成と組織の育成
• 事業承継支援による受入施設の維持
• 地域全体でのデジタル人材の確保

（2）観光DX等を活用した市内滞在の利便性の向上

• 多言語案内やサインを統一性あるものにし、滞在満足度を向上する
基盤整備

• 圏域や、近隣での広域連携

（3）観光人材育成・継承・確保

（3）情報発信の基盤構築

• 市内事業者・市民を巻き込んだ南魚沼市の観光の魅力発信、
創出
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重要戦略

担当：食の
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部会
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